
教科・区分

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理科

・実験結果や与えられた情報から正しいものを選び、より妥当な考えに改善する問題に課題がある。
・骨と骨のつなぎ目について、科学的な言葉や概念を問う問題は、全国平均を上回った。
・実験結果から言える内容を記述する問題では無解答率が高かった。

質問紙調査の結果分析

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組

・「自分の意見と比べるなどして考えをまとめる」「内容の中心を明確にして詳しく書く」問題に課題がある。
・目的や意図に応じて、文章全体の構成の効果を考える問題は、全国平均を上回った。
・話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめる問題では、無解答率が高かっ
た。

下回っている。

全国平均正答率
との比較

下回っている。

・「事例を挙げながら筋道を立てて話す」「登場人物の心情について情景描写を基に捉える」問題に課題があ
る。
・日常生活で使われている慣用句の意味を理解し、活用する問題は、全国平均を上回った。
・相手や目的に応じ、自分が伝えたいことを事例などを挙げながら筋道を立てて話す問題では、正答率が低
かった。

・５校時開始前１５分間の「チャレンジタイム」を継続し、全校で一斉に取り組む。
・宿題を学年で統一するなど、より習慣化を図り、提出率１００％を目指していく。
・自主学習ノートの計画的な活用を児童・家庭に伝えていく。

・学年の発達段階を考慮しながら、家庭学習における自主学習への取組を推進する。高学年に関しては中学校の自主学習を
紹介したり、校内掲示や学級掲示などで取り組み方のよい児童を紹介したりするなど、意欲の向上と継続を図る。
・市全体の課題である「早寝・早起き・朝ごはん」の大切さを懇談会や学校開放週間、ＰＴＡ行事などで呼びかけていく。

１．教科に関する調査結果の概要

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成３０年４月１７日（火）に、６年生を対象として、「教科（国

語，算数，理科）に関する調査」と「児童質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本

校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

平成３０年度　全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要

　　①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

・「棒グラフと帯グラフから読み取る」「与えられた情報を解釈し、条件に合うものを求める」問題に課題があ
る。
・折り紙の輪の色の規則性を解釈し、それを基に条件に合う色を判断する問題は、全国平均を上回った。
・示された情報を解釈し、条件に合う時間を求める問題では、正答率が低かった。

下回っている。

・「将来の夢や目標をもっている」「人の役に立つ人間になりたい」と
いう児童が全国平均並みか全国平均を上回っている。児童会活動
など自主的に取り組む活動をこれからも行っていく。
・学校の授業以外で、普段の１日当たりの家庭学習が１時間以上の
児童が約３３％である。これは全国平均約６６％を大きく下回ってい
る。「学校の宿題をしている」割合は全国平均を上回っているだけに、
宿題以外の自主学習をいかに計画的に取り組むかが課題である。
・「朝食を毎日食べている」割合が全国平均を約６％下回っている。
「早寝・早起き・朝ごはん」をいかに習慣づけるかが課題である。

　　②　家庭生活習慣等に関する取組

学力調査の分析（傾向や特徴）

下回っている。

・「グラフを読み取る」「数量の関係を理解し、数直線上に表す」問題に課題がある。
・異種の二つの量のうち、一方の量がそろっているときの混み具合の比べ方を求める問題は、全国平均を上
回った。
・折れ線グラフから変化の特徴を読み取る問題は、正答率が低かった。

下回っている。
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